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厚瀬漁港に

製氷・冷凍・冷蔵施設を新築

村政執行方針を述べる藤田村長

今年度の一般会計総額は22億9，000万円で、前年度当初予算に比
べて2億6，400万円（13．0％）の増額になっています。

歳入予算の大部分を占める地方交付税のうち、普通交付税は前年
度実績から特定要因を調整し試算した額11億300万円、特別交付税
は1億6，000万円で計上しています。

村税については、基幹産業の不振や景気の低迷などにより厳しい

状況のため、昨年とほぼ同額の1億1，371万3千円で計上しました。

歳出予算の経常的経費については、人件費の削減をはじめ補助金

等の整理合理化、内部管理経費の削減に努め、前年度当初比較で9，
831万9千円（△5．0％）の減で編成しました。臨時的経費は継続事

業を優先して編成しました。主な事業として、バス交通確保対策事
業、種苗生産施設管理事業、生きがい活動支援通所事業などを実施
いたします。

国民健康保険事業は、過去数年における医療費の状況を考慮し、
12．8％増の3億800万円で計上しました。老人保健事業も過去数年

の医療費の状況を勘案し、3．1％増の3億1，600万円。簡易水道事業

は、永年にわたる懸案事項でありました本日・豊浜地区の浄水場整

備事業の終了により87．9％減の5，750万円で計上し、介護保険事業

については、今後の介護サービスの利用に伴う支出見込みを勘案し

3．9％減の2億2，876万円で計上しています。

各会計別予算

会　　計　　名 ��予　算　額 �増　減　額 �伸率（％） 

一般会計 ��22億9，000万円 �2億6，400万円 �13．0 

特 別 会 計 �国民健康保険会計 �3億800万円 �3，500万円 �12．8 
老人保健会計 �3億1，600万円 �950万円 �3．1 

簡易水道会計 �5，750万円 �△4億1，880万円 �△　87．9 

介護保険会計 �2億2，876万円 �△　　　934万円 �△　3．9 

計 ��32億26万円 �△1億1，964万円 �△　3．6 
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歳入科　目 ��予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

自 主 財 源 �村　　　　　　　　　税 �1億1，371万3千円 �5．0 �195万4千円 �1．7 

分担金及び負担金 �603万4千円 �0．3 �33万円 �5．8 

使用料及び手数料 �1，709万3千円 �0．7 �52万1千円 �3．1 

財　　産　　収　　入 �1，052万7千円 �0．5 �84万2千円 �8．7 

寄　　　　附　　　　金 �2千円 �0．0 �0円 �0．0 

繰　　　　入　　　　金 �1億4，202万1千円 �6．2 �2，466万7千円 �21．0 

繰　　　　越　　　　金 �1千円 �0．0 �0円 �0．0 

諸　　　　収　　　　入 �1億7，314万5千円 �7．6 �△　3，158万4千円 �△15．4 

依 存 財 源 �地　方　譲　与　税 �2，550万円 �1．1 �△　　1，350万円 �△34．6 

利　子　割　交　付　金 �50万円 �0．0 �△　　　　50万円 �△　50．0 

配　当　割　交　付　金 �20万円 �0．0 �12万円 �150．0 

株式等譲渡所得割交付金 �20万円 �0．0 �14万円 �233．3 

地方消費税交付金 �2，000万円 �0．9 �150万円 �8．1 

自動車取得税交付金 �800万円 �0．3 �0円 �0．0 

地方特例交付金 �40万円 �0．0 �△　　　130万円 �△　76．5 

地　方　交　付　税 �12億6，300万円 �55．2 �850万円 �0．7 

交通安全対策特別交付金 �1千円 �0，0 �0円 �0．0 

国　庫　支　出　金 �4，405万6千円 �1．9 �141万4千円 �3．3 

道　　支　　出　　金 �2億4，930万7千円 �10．9 �1億8，859万6千円 �310．6 

村　　　　　　　　債 �2億1，630万円 �9．4 �8，230万円 �61．4 

合　　　　　　　　　計 ��22億9，000万円 �100．0 �2億6，400万円 �13．0 

歳出科　目 �予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

議　　　会　　　費 �3，265万8千円 �1．4 �89万9千円 �2．8 

総　　　務　　　費 �6億2，105万7千円 �27．1 �△　　583万6千円 �△　　0．9 

民　　　生　　　費 �3億1，229万5千円 �13．6 �△　　593万8千円 �△　1．9 

衛　　生　　費 �2億5，779万4千円 �11．3 �5，657万5千円 �28．1 

農林水産業費 �3億3，996万円 �14．8 �2億4，799万4千円 �269．7 

商　　　工　　　費 �6，490万3千円 �2．8 �△　190万5千円 �△　　2．9 

土　　　木　　　費 �3，721万円 �1．6 �△　　766万6千円 �△　17．1 

消　　　防　　　費 �1億2，376万9千円 �5．4 �△　　　58万8千円 �△　　0．5 

教　　育　　費 �7，889万1千円 �3．5 �738万6千円 �10．3 

災　害　復　旧　費 �1千円 �0．0 �0円 �0．0 

公　　債　　　費 �4億2，046万2千円 �18．4 �△　2，692万1千円 �△　　6．0 

予　　　備　　　費 �100万円 �0．1 �0円 �0．0 

合　　　　　　　計 �22億9，000万円 �100．0 �2億6，400万円 �13，0 

性　質　別 �予　算　額 �構成比（％） �増　減　額 �伸率（％） 

投　資　的　経　費 �3億4，112万1千円 �14．9 �3億863万6千円 �950．0 

人　　　件　　　費 �5億8，436万5千円 �25．5 �1，531万5千円 �2．7 

公　　　債　　　費 �4億2，056万5千円 �18．4 �△　2，692万1千円 �△　　6．0 

物　　　件　　　費 �3億216万4千円 �13．2 �248万円 �0．8 

補　助　費　等 �2億9，990万2千円 �13．1 �△　　578万4千円 �△　1．9 

貸　　付　　金 �4，400万円 �1．9 �△　3，041万7千円 �△　40．9 

扶　　助　　　費 �1億158万1千円 �4．4 �239万6千円 �2．4 

繰　　　出　　　金 �1億5，145万1千円 �6．6 �332万3千円 �2．2 

維　持　補　修　費 �4，008万5千円 �1．8 �△　　591万9千円 �△　12．9 

積　　　立　　　金 �376万6千円 �0．2 �89万1千円 �31．0 

予　　　備　　　費 �100万円 �0．0 �0円 �0．0 

合　　　　　　　計 �22億9，000万円 �100 �2億6，400万円 �13．0 

e◎園田
田田
22億9，000万円

1園囲
自主財源　4億6，253万6千円

○衛生費の増の主な要因

は、医師人件費や医療

機器購入などによるも

のです。

○農林水産業費の増の主

な要因は、製氷・冷凍
・冷蔵施設新築事業補

助金によるものです。

1憂宣



盲同量田

●牧野維持管理事業

●農地流動化対策事業

●小規模林道整備事業
（賀老滝見遊歩道周辺看板設置等）

2，921千円

543千円

2，000千円

●水産業振興構造改善事業

（製氷・冷凍・冷蔵施設新築）
●種苗生産施設管理事業

291，214千円

7，257千円

（漁業資源回復対策）
●ウニ天然種苗深浅移殖事業　　　2，286千円

（キタムラサキウニ　40万粒）

●野生水生動物共存対策事業　　1，200千円

（強化網購入助成）

●ソーイング島牧運転資金貸付金　38，000千円

（運転資金）

●商工会運営助成　　　　　　　　9，555千円

（経営改善普及・観光振興、商業振興対策）

●中小企業融資預託　　　　　　　3，000千円

（中小企業への貸付）

国・道に対して要望し、その促進を図ってきた

各種公共事業のうち、本年度の実施予定事業は次
のとおりです。

国道229号災害防除工事
国道229号道路維持除雪事業

道道島牧実利河線法面対策事業

賀老高原通線道路改良工事

量平地区地すべり対策工事
地域水産物供給基盤整備事業

（厚瀬漁港・第二栄浜漁港）
漁場整備事業
（ヤリイカ産卵礁・マダラ保護礁・魚礁設置）

治山事業

●バス交通確保対策事業 15，529千円

（地域生活バス路線確保補助金）

●高齢者除雪サービス事業

（独居老人・老人夫婦世帯への除雪）
●村道等除排雪委託

1，500千円

18，902千円

●社会福祉協議会運営費助成　　　9，191千円

（運営費の助成）

●生きがい活動支援適所事業　　　7，401千円

（生きがい創造センターを利用し、日常生活訓

練や趣味活動を通じての介護予防）

●生活管理指導員派遣事業　　　　3，888千円

（介護保険給付対象外の要援護高齢者宅へのホ
ームヘルパー派遣）

●医療機器購入事業
（超音波診断装置外）

28，445千円



1…日か5掛壷が改正されました
印鑑、住民票及び税に関する証明手数料

行財政改革の一環としての使用料・手数料

の見直しに伴い、印鑑、住民票及び税に関す

る証明手数料を改定します。

印鑑に関する証明手数料　　　1件につき　1件につき

（印鑑証明書など）　　　　　　　200円　　　　300円

住民票閲覧手数料
1人につき　1人につき

川0円　　　　200円

租税公課に関する証明手数料　1件につき　1件につき

（所得証明書、納税証明書など）　　200円　　　　300円

土地建物その他の物件に関する　1筆、1棟　1筆、1棟

証明手数料　　　　　　　　　又は1件に　又は1件に

（固定資産証明書など）　　　　つき200円　　つき300円

『北海道知事選挙　　　　　　　　◎当選者

■北海道議会議員選挙　　　　　　◎当選者

■各投票所別の投票状況（北海道知事選挙）

心血」

l水道料金l

人口の減少や老巧化した施設などの維持・

管理経費の増加など簡易水道業務を取り巻く

環境が大きく変わり、現在の水道料金では維

持が難しいため、18年ぶりに料金を改定しま

す。

一般用（一般家庭）

使用水量■月10トンまで

営業用（店・旅館・理容業など）

使用水量：月20トンまで

団体用（官公署・会社など）

使用水量：月20トンまで

1，800円　　2，000円

4，300円　　4，500円

4，300円　　4，500円

※　超過料金は、改定しません。
一般用・営業用・団体用それぞれ1トン超過ご

との料金は240円です。

投　票　所 �有権音数； �投票者数 �棄権者数 �投票率 �前回投票率 

第1投票所 （大平～江ノ島地区） �478 �359 �119 �75．10 �73．99 

第2投票所 （栄浜地区） �72 �51 �21 �70．83 �66．67 

第3投票所 （原歌地区） �131 �113 �18 �86．26 �79．38 

第4投票所 （千走・元町地区） �326 �253 �73 �77．61 �68．88 

第5投票所 （豊浜・栄磯地区） �256 �200 �56 �78．13 �68．75 

第6投票所 （本日・港地区） �275 �219 �56 �79．64 �76．71 

第7投票所 （歌島・冨涌地区） �161 �‖4 �47 �70．81 �56．29 

合　　計 �1，699 �1，309 �390 �77．05 �71．23 

北
海
道
知
事
選
挙
お
よ
び
道
議
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選
挙
の
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日
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は
と
も
に
7
7
・
0
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
4
年
前
の
選
挙
に
比

べ
知
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で
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・
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2
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ン
ト
、
道
議
選
で
4
・
9
ポ
イ
ン
ト
上
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り
ま
し
た
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▲感謝の気持ちをこめて卒園児から
花束のプレゼント（保育所）

▲目標をもって大きく育ってください（小学校）

入学・入所
遣込やとう

4月2日保育所（3人）、6日小学校（16

人）、9日中学校（11人）で入学・入所式が

行われました。

▲目標をもって3年間努力しましょう（中学校）

苧

卒業・卒園
お速やよう

3月15日中学校（21人）、20日小学校（11

人）、24日保育所（12人）で卒業・卒園式が

行われました。

▲夢や希望をもって輝き続けてください
（中学校）

ふい∵　攣紅∴＋、昆読

▲みんなと仲良く楽しく遊ほう （保育所）

▲お友達をたくさんつくって仲良くしましょう
（小学校）



全国町村議会議長会長表彰

中田仁史議員

町村議会議員として15年にわたり

在職し、地方自治の振興発展に寄与

され、その功績が顕著であると認め

られ全国町村議会議長会長より表彰

されました。

3月6日、定例会本会議の前に濱野
議長から表彰状を受け取る中田議員

糖尿病について講演する飯塚医師

利用者に雑巾を贈る小山内会長（右）

計画を提案する6年生
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婦
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防
火
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連
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4
0
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年
を
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念
し
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研
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、

さ
る
2
月
2
5
日
、
ク
ラ
ブ
員
約
4
0

名
が
参
加
し
て
消
防
支
署
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
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藻
草
婦
人
会
要
」

雑
巾
を
贈
る

さ
る
3
月
3
0
日
、
永
豊
婦
人
会

（
会
長
　
小
山
内
征
子
）
　
か
ら
、

島
牧
柏
光
園
と
島
牧
慈
光
園
に
雑

巾
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
婦
人
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
小
・
中
学
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に
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を
寄
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し

て
い
ま
す
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3
月
1
4
日
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島
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小
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校
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生
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的
な
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時
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で
作
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く
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計
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島
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計
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し
た
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発
表
す
る
目
的
な
ど
を
説

明
。
続
い
て
3
つ
の
協
議
会
か
ら

計
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
は
　
「
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
、
今
後
の
村
づ
く
り
に

十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
」
　
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

■
活
気
の
あ
る
村
づ
く
り
協
議
会

テ
ー
マ

『
自
然
の
大
切
さ
、

伝
統
を
知
っ
て
も
ら
う
』

取
り
組
み

・
山
海
味
覚
ま
つ
り
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ

①
時
間
の
延
長

②
島
牧
音
頭
や
島
牧
大
貴
の

披露。

③
赤
い
羽
根
募
金
を
す
る
。

④
花
火
の
打
ち
上
げ

・
春
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

①
み
ど
り
の
日
に
賀
老
高
原

で
イ
ベ
ン
ト

②
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
ブ
ナ

林
の
中
を
歩
く
。

③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
や
木

を
植
え
た
り
、
自
然
の
物

で
遊
ぶ
。

■
環
境
を
守
る
村
づ
く
り
協
議
会

テ
ー
マ

『
今
よ
り
自
然
を
増
や
し
、

今
あ
る
自
然
を
守
る
』

取
り
組
み

・
景
観
を
良
く
す
る

①
バ
ス
停
～
花
壇
を
つ
く

り
、
入
口
の
周
り
に
プ
ラ

ン
タ
ー
を
置
く
。

②
道
路
～
幅
を
広
く
し
て
、

周
り
に
木
や
草
花
を
植
え

る。
③
運
動
公
園
～
周
り
に
花
を

植
え
る
。

④
公
共
施
設
～
花
壇
を
置

く。
⑤
お
店
～
周
り
に
プ
ラ
ン
タ

ー
を
置
く
。

『
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

村
づ
く
り
協
議
会

テ
ー
マ

『
不
自
由
な
人
が
楽
に
暮
ら
せ
る
村
』

取
り
組
み

・
公
共
施
設
の
設
備
を
整
え
る

①
役
場
～
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を

つ
く
る
。

②
学
校
～
ス
ロ
ー
プ
や
手
す

り
を
つ
け
る
。

③
改
善
セ
ン
タ
ー
～
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
を
つ
く
る
。
自
動

ド
ア
に
す
る
。
段
差
を
な

く
す
。

④
江
ノ
島
・
大
平
ト
イ
レ
～

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く

る
。
手
す
り
を
つ
け
る
。

自
動
ド
ア
に
す
る
。

・
信
号
機
を
増
や
し
、
目
の
不

自
由
な
人
の
た
め
に
音
が
な

る
信
号
機
に
す
る

・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
居
住
施
設
の
数
を
増
や

す



平成19年4月1日現在

会計管理者

☆八戸　幸雄

出　納　課

☆（課長八戸　幸雄）

藤田　　章

☆部長　野崎　泰生

村　　　長

副　村　長

総務経済部

住　民　課

☆課長　大西　敏夫

☆主幹　木村　博文

☆主幹　藤田　和康

☆課長　目　時　要

主幹　天満　春彦

出

　

納

　

係

係
長
　
繁
泉
実
千
代

□
福
祉
課
所
管

主

事

　

小

倉

　

　

司

主
任
　
永
島
　
茂
雄

準
職
　
山
田
美
枝
子

（
主
任
　
永
島
　
茂
雄
）

準
職
　
大
森
　
和
子

☆
（
係
長
　
藤
田
　
和
康
）

☆
専
門
員
　
蟻
波
ヒ
ロ
ヱ

本
庄
　
敬
子

佐
々
木
瑞
保

神
原
　
敏
子

遠
藤
三
枝
子

橋
本
　
直
美

石
井
　
朋
美

白
澤
由
香
子

☆
所
長
　
高
谷
　
次
彦

主
任
　
西
海
　
敦
詞

主
任
　
伊
藤
　
　
学

□
産
業
課
所
管

若
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

係
長
　
成
田
　
一
久

☆
　
（
セ
ン
タ
ー
長
　
金
子
　
英
敏
）



4月1日付で村職員の人事異動を行いましたので、機

構図と併せて村職員を紹介します。 注…（）は兼務

☆は異動職員

※は道派遣職員

課長　池田　純二　　　　　　　☆課長　金子　英敏 課長　山田　康次

☆主幹　田中　勝義　　　　　　　☆（主幹　川岸　節男）　　　　　　主幹　谷崎眞由里

☆主幹　三味　　洋

☆　　　☆　☆（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　　　（　　　　　　（
書善書著書善書　書書
記記記記記記記　記記

西永小池津藤木　内政
梅島倉田島田村　村

敦茂　敏　和博
詞雄司彦透康文
）　　　　　　）　　　　　　）　　　＼．■′′　　　）　　　　　　）　　　　　　）

係

長

　

佐

藤

　

　

享

主
任
　
高
島
　
秀
樹

監
査
委
員

☆
事
務
局
長
　
川
岸
　
節
男

準

職

　

後

藤

　

　

進

☆
（
係
長
　
金
子
　
英
敏
）

☆
専
門
員
　
藤
川
　
茂

事
務
局
長
　
政
　
　
修
司

議

　

　

　

会

☆
書
記
　
内
村
　
美
幸

☆
主
任
　
中
山
　
貴
浩

☆
主
任
　
及
川
　
光
輝

（
セ
ン
タ
ー
長
　
鶴
間
　
裕
康
）

☆

主

任

　

向

　

　

俊

一

主
査
　
平
塚
ま
ゆ
み

主
任
　
永
島
　
郁
子

準
職
　
伊
藤
　
智
子

☆
主
任
　
大
森
　
　
隆

（
主
査
　
平
塚
ま
ゆ
み
）

☆
（
主
任
　
大
森
　
　
隆
）

（
主
任
　
永
島
　
郁
子
）

☆
主
査
　
橋
野
　
　
孝

☆
専
門
員
　
藤
井
　
英
夫



範蒜∴十去彰式

スポーツ奨励賞（団体の部）

スポーツ奨励賞（個人の部）

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
管
内
な
ど
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
）

（
個
人
の
部
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
賞

（
全
道
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
名
）

石
川
　
登
哉
（
小
5
）

中
山
　
喬
由
　
（
小
5
）

【陸上】
千
葉
　
健
太
　
（
小
5
）

【相撲】
藤
井
廉
太
郎
　
（
小
1
）

【柔道】
藤
井
　
甚
平
　
（
島
牧
保
育
所
）

佐
々
木
真
結
　
（
小
5
）

二
階
　
健
斗
　
（
中
2
）

佐
々
木
玄
太
　
（
中
2
）

佐
藤
　
貴
洋
　
（
中
2
）

秀
藤
　
陽
介
　
（
中
2
）

河
晴
　
信
卓
　
（
中
3
）

【
柔
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

佐
々
木
萌
果
　
（
小
3
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

二
階
　
俊
輔
　
（
小
3
）

和
田
　
飛
来
　
（
小
4
）

桃
井
　
千
佳
　
（
小
4
）

小
山
　
和
也
　
（
小
6
）

大
森
　
結
花
　
（
中
1
）

石
川
　
瑞
希
　
（
中
1
）

高
谷
　
理
央
　
（
中
1
）

西
澤
　
美
冴
　
（
中
1
）

渡
辺
　
　
涼
　
（
中
1
）

中
尾
　
　
卓
　
（
中
3
）

島
牧
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
　
（
女
子
）

（
石
川
瑞
希
・
大
森
結
花
・

高
谷
理
央
・
西
澤
美
冴
・

瀬
戸
川
容
子
・
桃
井
沙
友
里
）

島
牧
中
学
校
柔
道
部
　
（
男
子
）

（
斉
藤
陽
介
二
一
階
健
斗
・

佐
々
木
玄
太
・
河
崎
信
卓
・

佐
藤
貴
洋
）



優　勝 �準優勝 

小学生団体戦 �蘭越柔道スポーツ少年団A �島牧柔道会 

幼児の部 �吉野川諒（蘭越） �手塚玲音（蘭越） 

小学男子1・2年生の部 �桶矢寛登（蘭越） �阿部良哉（蘭越） 

小学女子低学年 �藤田和香（島牧） �水島　花（蘭越） 

小学女子高学年 �南　唯未（寿都） �相馬里穂（蘭越） 

小学男子3・4年生の部 �長船凌弥（蘭越） �田線一将（蘭越） 

小学男子5・6年生の部 �杉村和哉（蘭越） �田中誠也（島牧） 

中学生男子の部 �佐藤貴洋（島牧） �河崎信卓（島牧） 

〆㌧ l ●j望　感奈義っ雷璧‡数浮上＞ 　、ヽ＿＿〆p ������／√毛、 ㌦㌦・雪脚柵と■1執r■旬戒が〆㌦‾■？Ⅴ 誓筆勢 　十十＋ 　′ 

悔′如〆 

医会結果発覇 ���� 
tコ　　＝　＝ 

∵ �一般の部 （ルアー部門） �一般の部 （フライ部門） �レディース・ ジュニアの部 （ルアー部門） �レディース・ ジュニアの部 （フライ部門） �IE：lH＝ ‥髄駈麗ぬる葦 チを名し目 ヤ釣が永まを島 ンり参豊し迎牧 

1位 �岡　貞光（札幌市） �原田清之（恵庭市） �田中秋乃（札幌市） �鈴木芳香（札幌市） 
（67．0cm＋3，440g） �（71．0cm＋3，720g） �（62．0cm十2，700g） �（70．0cm＋3，400g） 

2位 �梅雨三郎（島牧村） �青山智哉（八雲町） �高谷砂織（函館市） �青山澄恵（八雲町） （65．0cm＋3，380g） �（64．0cm＋3，440g） �（49．0cm＋1，200g） �（61．0cm＋2，460g） �ピ上加生たえ村 オげし括0たの ．。．舶葦享 ダト 1て ‾㌧で■え嗜宗雲 が7交3し 見2流月’ Jr・芳2芝苫葺 ラのはでで ン大’終17 ド物697回 

3位 �磯太郎（室蘭市） （65．0cm＋3，100g） �工藤秀之（室蘭市） （70．0cm＋3，400g） �新田育子（札幌市） （46．0cm＋900g） � 

4位 �久保田淳一郎（函館市） （67．5cm＋3，000g） �安達義夫（恵庭市） （68．0cm十3，400g） �玉谷和美（紋別市） （44．0cm＋800g） � 

5位 �阿部史一（札幌市） �山崎　努（札幌市） � 
（67．0cm＋3，000g） �（67．0cm＋3，400g） �　　▲十十 ＿，÷ふ・が呵 �・・嘩攣 、・・血7－も 

6位 �関弘二（江別市） （62．0cm＋2，600g） �富樫秀人（札幌市） （66．1cm＋3，230g） 

7位 �清水慶介（札幌市） （62．0cm＋2，600g） �栗栖一朗（当別町） （68．0cm＋3，000g） 
汁＿‰＿ノ∧謳■ぷ空誉 　●＼← � 

8位 �本間一樹（日高町） （61．0cm＋2，500g） �藤原大介（札幌市） （63．0cm＋2，800g） 

9位 �田中一州（札幌市） （61．0cm＋2，250g） �菊地純一（北斗市） （64．0cm＋2，760g） 

10位 �瀬川和彦（小樽市） �篠原孝久（深川市） ��　　　」　　　伽こ…州．日．1、Ⅵ 
（60．0cm＋2，220g） �（62．0cm＋2，700g） �▲表彰楯を受け取る原田さん 

平
成
l
叩
年
摩
南
後
志
少
年
柔
遠
大
凸
ロ

さ
る
2
月
2
5
日
、
平
成
1
8
年
度

南
後
志
少
年
柔
道
大
会
が
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
近
隣
4
町
村
か
ら

選
手
・
役
員
約
9
0
名
が
参
加
。

「
エ
イ
ッ
」
　
「
ヤ
ー
」
　
の
大
き
な

掛
け
声
と
と
も
に
、
選
手
た
ち
の

技
が
決
ま
る
た
び
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
わ
き
お

こ
り
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。



平成19年4月から高額療養費（入院時）の立て替え払いが不要に

平成19年4月から、入院時の窓口での支払いが、自己

負担限度額までとなります。

現行の高額療養費制度は、いったん医療費の自己負担

分を医療機関の窓口で支払った後、国保から自己負担限

度額を超えた分が払い戻されるしくみですが、今回の改

正により、最初から自己負担限度額までしか請求されな

くなるので、後から払い戻しを受ける手間がかからなく

なるわけです※1。

ただし、この適用を受けるには、住民税非課税世帯の

人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が、上位所

得者と一般世帯の人は「限度額適用認定証」が必要とな

ります。担当の窓口に申請してください※2。

高額療養費支給例

◆医療費が100万円かかった場合（70歳未満、一般世帯）

【現行】

①自己負担分30万円（100万円の3割）を窓口で支払う

②国保に高額療養費支給を申請

③自己負担限度額87．430円※と自己負担分30万円との差

額212，570円の払い戻しを受ける
※80．100円＋（1，000，000円－267．000円）×1％＝87．430円

【2007年4月から】

医療機関の窓口で自己負担限度額87．430円を支払う

※1現在も70歳以上の入院は限度額までの支払いですみますが、改正により69歳以下にも適用されることになります。

※2　認定証は窓口への交付申請が必要です0しかも・保険税の滞納があると交付されません○必要な方は申請と保険税の納付を忘れないようこ注意ください。

ご存じですか？裁判員制度①

最近「裁判員制度」という言葉をよく耳にします

が、裁判員制度とは一体どのような制度なのでしょ

うか。

今月からシリーズで「裁判員制度」をQ＆A方式

で紹介していきます。

Q∴裁判員制度とは、どのようなもの？

0　国民の皆さんに裁判員として刑事裁判（第1審

裁判）に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、

有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に

決めてもらう制度です。

この制度は、平成21年5月までにスタートしま

す。

Q　なぜ、導入されるの？

0　国民の皆さんが裁判に参加することによって、

法律の専門家でない人たちの感覚が、裁判の内容に

反映されることになります。皆さんも報道などによ

り判決の内容を知ったとき、その刑について軽すぎ

るとか重すぎるなどすいろいろな思いがあると思い

ます。その思いを裁判の内容に反映することとなり

ます。

その結果、裁判が身近となり、国民の皆さんの司

法に対する理解と信頼が深まることが期待されてい

ます。そして、自分を取り巻く社会について考える

ことにつながり、より良い社会への第一歩となるこ

とが期待されています。

国民が裁判に参加する制度は、アメリカ、イギリ

ス、フランス、ドイツなど世界の国々で広く行われ

ています。
一現在の裁判と裁判員裁判の違い一

現在の刑事裁判－　裁判員裁判

直→
裁半憎■　3人（1人）

lii
裁判員　6人（4人〉
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健康退店
・票慧・

歯7弓シ以外の用具も上手に侍って

電動歯ブラシ
自動的に一定の動きをす

るので、普通の歯ブラシで

はうまく磨けない人など

は、電動歯ブラシのほうが

良い場合があります。歯科

医師・歯科衛生士に相談し

て口の中の状態にあったも

のを選びましょう。

歯間ブラシ
歯と歯の間が広くなって

いる場合やブリッジのすき

まの清掃に使用します。す

きまの広さによってサイズ

を使い分けましょう。

デンタルフロス
歯と歯の間の掃除に使い

ます。歯ぐきを傷つけない

ように前後（前歯）左右

（奥歯）に動かしながら歯

と歯の間にデンタルフロス

を入れ、上下に動かして汚

れをとります。

一字ミ

厚生労働省の統計によれば、介護保険の要支援1～5

の認定者の人たちの中に、何らかの認知症の症状がある

ことが分かってきました。

全国の介護認定者数約380万人のうち、半数の200万人

に認知症の症状が見られ、そのうち約8％が認知症と診

断されています。しかも認定者のうち、約70％が居宅で

介護されています。そのため、介護家族を含めた周囲の

取り組みが重要となっています。

認知症は、物忘れ・身体障害のみならず、人格の崩壊 

にいたる場合もあります。このため、今後の介護保険制 

度改正の中で、認知症の方の介護のあり方が重視される 

ことになります。 

皆さんに認知症を理解していただくために、次号から 

シリーズで認知症についてお話ししていきます。 

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
毎
日
歯
磨
き
を
し
て
い
ま
す

が
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
は
な
か
な
か
減
っ
て
い
ま

せん。病
気
の
原
因
は
磨
き
残
し
。
歯
ブ
ラ
シ
以
外
の
用

具
も
上
手
に
活
用
し
、
磨
き
残
し
を
な
く
し
ま
し
ょ

う。

認

　

知

　

症

島
牧
診
療
所

飯
塚
　
惇
三



らしのガイド

弁護士相談

5月7日（月）・8日（火）

5月29日（火）・30日（水）

6月14日（木）・15日（金）

初回の相談は無料

事前予約制

予約受付時間10時～16時

電話　0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

14L

遺族基礎年金は、万が一亡くなられた時に残された遺族の生活を保障するもので、国民年金に加

入中の方（または加入していた60歳以上65歳未満の日本にお住まいの方）が亡くなられた場合、そ

の方によって生計を維持されていた「子」または「子のある妻」に支給されます。

※「子」とは18歳に到達した以後最初の3月31日までにある子または20歳未満の障害者である子

に限られます。

ことが必亨です。 き

遺族年金に該当されない場合でも、国民年金

制度の独自給付として寡婦年金または死亡一時

金を受けることができる場合がありますので、

支給要件等をお近くの社会保険事務所でご確認

ください。

次のいずれかに核当している

①死亡した月の前々月において、保険料を納め

た期間と免除された期間が、国民年金に加入し

なければならない期間の3分の2以上あるこ

と。または死亡した月の前々月までの直近の1

年間に保険料の滞納がないこと。

②老齢基礎年金を受けていること。

③老齢基礎年金の受給資格期間を満たしている

こと。

「」1日‖」

m

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ー

ー

／

一

別

土
地
・
家
屋
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

く
し
仁
日
日
ト
ト

更
新
手
続
き
は
正
し
く

お
早
め
に
！

事
故
の
な
い山
菜
探
り
を

暖
か
い
日
が
続
き
草
木
の
芽
が

ふ
く
ら
み
始
め
る
と
、
も
う
す
ぐ

山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ます。近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
で
野
山
を

歩
き
、
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
や
竹

の
子
な
ど
の
新
鮮
な
山
菜
採
り
を

楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
で
大
事
故

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

山
菜
探
り
を
す
る
人
は
次
の
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
行
動
を
家
族
に
伝
え
て
お
く

●
天
候
　
（
特
に
霧
）
　
に
注
意
す
る

●
携
帯
電
話
、
笛
、
ラ
ジ
オ
を
持
つ

●
複
数
で
行
動
す
る

●
目
立
つ
服
装
を
す
る
（
赤
や
黄
色
）

●
水
や
食
料
を
持
っ
て
い
く

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き

は
、
平
成
1
8
年
度
確
定
保
険
料
な

ら
び
に
平
成
1
9
年
度
概
算
保
険
料

を
5
月
2
1
日
ま
で
に
申
告
・
納
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

次
の
日
程
で
「
集
合
収
集
」
（
申

告
書
作
成
、
保
険
料
納
付
相
談
）

を
行
い
ま
す
の
で
最
寄
り
の
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
時
　
平
成
1
9
年
5
月
1
4
日
㈲

1
1
時
～
1
5
時

・
場
所
　
寿
都
商
工
会

・
日
時
　
平
成
1
9
年
5
月
1
5
日
㈹

日
時
～
1
5
時

・
場
所
　
黒
松
内
町
商
工
会

【問合せ】

小
樽
労
働
基
準
監
督
署

倶
知
安
支
署

℡

0

1

3

6

－

2

2

－

0

2

0

6

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

な
ど
が
税
務
係
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方
は
、
村
内
に
所

在
す
る
土
地
、
家
屋
の
固
定
資
産

税
納
税
者
と
家
族
な
ど
の
代
理
権

を
有
す
る
方
で
す
。

1
年
に
1
度
は
所
有
物
の
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
縦
覧

期
間
は
5
月
2
日
ま
で
で
す
。

○
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
本
人
所
有
以
外
の
評
価
内
容
な

ど
は
、
説
明
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
記
載
事
項
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま

せ
ん
が
メ
モ
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

（
住
民
課
税
務
係
）

5
月
3
1
日
は
自
動
車
税

の
納
期
限
で
す

自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
で

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
毎
年
納

め
て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。

5
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
発

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
5
月
3
1
日
鋼

ま
で
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
志
支
庁
税
務
課

℡

0

1

3

6

－

2

3

－

1

3

3

4

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う



巡査部長
川　島　清　一（51歳）

十勝管内更別村出身
妻、1男1女

文　　中久

村　　田慈

め　　真麻
ぐ　　津里
み　　子子

行政相談委員に
右近達雄さんが再委嘱されました

右近達雄さんが平成19年4月1日付

けで総務大臣から行政相談委員に委嘱

されました。

行政相談委員は役所と皆さんのパイ

プ役です。

皆さんから、窓口サービス、道路、

登記、年金、河川、郵便などの国の役

所についての苦情、要望、意見をお聴

きして改善を図ります。

相談は無料です。電話、口頭、手紙

で行政相談委員にお申し出ください。

総務省行政相談委員

氏名　右近達雄

住所　島牧村字本日106番地1

電話　0136－76－7005

r春の行政相談週間J5／21～5／27

こ寄付に感謝します

0300，000円

（地域振興基金として）

寿都生コン株式会社

代表取締役　水戸部光孝

代表取締役　佐々木　駿

■　γ、■ゝ、 �� � �斗了 � � � �「拉 � �キてこ �� � � � � �悩招 覇 等≠デ 

′小一 �塑 � � �率㌔ � � � � � � �� � � � 

I � � � � � � � 

ざ∴ �∫イ �の �．、よ， � � �ごてちこき、烹；‡二・ � �．、．もも �漂・き �㌣賢 く二・♂ � � �＿、二”3 

プJ‾ふ � � � � � � � � � � �� � � � 

ご－′′Y・ノ �� � � � � � �二＝LJ．で � � �� � � � 

ニ羊≒‘． �‾こ〟 � �二㌔・うで � � � � � �� � � � 

二考　‾ � �� � � � 

〉～－イ′ �� � � � � � � � � �� � � � � 

ミ ‾r－づ■ �訝 � � � � � � � � � � � � � � 

†すん � � � � � ��㌧′ � � � � � 

春
の
全
道
火
災

予
防
運
動
実
施
中

自
衛
隊
幹
部候
補
生
募
集

事
務
所
移
転
のお
知
ら
せ

統
一
標
語

「
消
さ
な
い
で
あ
な
た
の

心
の
　
注
意
の
火
。
」

4
月
2
0
日
幽
～
4
月
3
0
日
㈲

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
強

風
が
吹
く
な
ど
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
日
頃
使
い
慣

れ
た
火
気
の
取
り
扱
い
を
、
火
災

予
防
運
動
を
通
じ
て
、
あ
ら
た
め

て
注
意
し
直
し
、
悲
惨
な
焼
死
事

故
や
貴
重
な
財
産
の
焼
失
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

（
消
防
島
牧
支
署
）

○
受
付
期
間

平
成
1
9
年
4
月
1
日
㈲
か
ら

平
成
1
9
年
5
月
日
日
廟
ま
で

○
採
用
予
定
数

2
4
0
名
　
（
陸
・
海
・
空
、
男

・女）

○
応
募
資
格

2
2
歳
以
上
2
6
歳
未
満
の
者

（
修
士
の
学
位
を
受
け
た
者
は

2
8
歳
未
満
）

○
試
験
期
日

平
成
1
9
年
5
月
1
9
出

○
初
任
給

大
卒
者
　
2
1
0
，
3
0
0
円

大
学
院
卒
　
2
2
7
．
7
0
0
円

【問合せ】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

倶
知
安
地
域
事
務
所

℡
0
1
3
6
－
2
3
－
3
5
4
0

平
成
1
9
年
4
月
1
日
よ
り
、
南

部
後
志
環
境
衛
生
組
合
の
事
務
所

が
移
転
し
ま
し
た
。

移
転
先
黒
松
内
町
字
黒
松
内
3
0
2
番

地
1

黒
松
内
町
役
場
内

℡

0

1

3

6

－

7

7

－

2

3

7

0

m

0

1

3

6

－

7

7

－

2

3

7

1

蘭
画
園
に
寄
手
た

新
し
い
駐
在
さ
ん
で
す
よ
ろ
し
く

総
務
経
済
部
長

島
牧
診
療
所
長

保
育
所
長

保
育
所
保
育
士

3
月
3
1
日
退
職

北

　

島

　

一

島
牧
見
磯
今
注



2月16日～4月15日

（2月）
■16日　村議会臨時会

■　20日　国保運営協議会

：22日　自衛隊父兄会悪牧支部総会

：　　スポーツ表彰審議会
・24日　島牧村テレビ組合連合会総会

：25日　婦人防火クラブ40周年記念講演会

：　　南後志少年柔道大会
・　　　交通安全協会東部支部総会

：　　　（3月）

：4日　交通安全協会中部支部総会
・　　　交通安全協会西部支部総会

：6日　第1回村議会定例会（再開12日）

：7日　スポーツ表彰式
・8日　自衛隊入隊予定者激励会

：15日　島牧中学校卒業式

：　　例月出納検査
■18日　あめますダービー交流会

－　20日　島牧小学校卒業式

：　　国民保護協議会
■　24日　悪牧保育所卒園式

●　30日　農協総会

：　　　（4月）
■　2日　島牧保育所入所式

14日　教職員辞令交付式

：5日　島牧村交通安全協会総会
■　6日　患牧小学校入学式

・9日　島牧中学校入学式

；且　わが家の

お殿様
l　　　　配監禁望霊

l呼んし■う　　れん

；未点　在くん
泊／本庄佑也・理恵の　メい八一、

お子さん既
l　　　（平成15年11月13日生）
l

：毎日朝からあ姉ちゃん
・と粘土遊びやヒーローご

つこをしたり、とても仲の

：よい2人。あ姉ちゃんか遊＼」
・びに行ってしまうと“まだあ＼

■　姉ちゃん来ないの？！”と淋しが

わが家の

お殿様
ヽ、し　ヽ、　　ゆう

石＃　優くん
泊／石井義幸・美香の

お子さん

（平成15年11月7日生）

車が大好きで毎
日家の中で遊ん
でいます。この

頃はあ姉ちゃんが
学校から帰ってくる
と一緒に外で元気よ

く遊んでいます。これ
からも元気にすくすく育っ
てほしいです。

（美香さん）

｛＿▼＿1＿1【∴－　▼＿T＿．－

1

日日．‥：る一面も・‥。大きなケガをする

（2月16日～4月15日住民係受付分・敬称略）

攣たんじょう

19．4．5　永井　遥翔　……　千走

（永井政志・しげみのお子さん）

■おくやみ
19．2．18　澤田　信治（76歳）……　元町

19．3．21佐々木定夫（72歳）……　本日

19．3．29　鎌田　シヲ（87歳）……　泊

（3月31日現在）

■人　口

男2，010人（前月比△12人）964人（前月比△4人）

女：1，046人（前月比△8人）

霊世帯数
945戸（前月比△3戸）

ことなく元気いっぱいに育ってほしいです。

（理恵さん）

箭謂3諾冨芸在959日達成

運 �一般・違反講習 

5月15日（火）　6月12日（火） 
一　般　書13：00～14：00 

詑．訴訟＿産婆・　　一隻違　反　者14‥15～16‥15 
u■■■ll■■■■■■ 料謂間取卜汐一さま �優良・初回講習 

転 免 許 ��　　F 5月18日（金）6月15日（金） 
優　良　者13：00～13：30 

初回更新者14：00～16：00 

…岩内自動車学校　0135－62－1328 

法器謡詫煮、部章一き �…八雲自動車学校　01376－3－2111 

欄蘭駅骨〕等繭瑞糾郎 �】5月10日（木）5月17日（木） 5月24日（木）6月7日（木） 

…　6月14日（木）6月21日（木） 

盃しま �ま �ヰ平成19年4～5月号簿発行／島牧村○編集／総務課企画係（TEL75－6211内線31） L　No．478　〒048－0621北海道島牧郡島牧村字泊83番地㊥印刷／株式会社総北海札幌支社 

自然環境へのやさしさを考え、
，．大豆インキを使用しています。
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